
都道府県名 通史編中世 資料編中世 編年／家分け 巻毎の編成 刊行年 備考1

北海道 『新北海道史』2　通説1 無し 1970
資料編は無し。通説1の中世部は「第一部　松前藩成立まで」の「第三章　和人の渡
道」から「第四章　安東氏」まで。頁53～110。

中世1

「南部氏関係資料」
第１部　　八戸（遠野）南部氏関係資料
　一　八戸（遠野）南部家文書
　二　八戸（遠野）南部家家中文書
　三　解題
第２部　　三戸（盛岡）南部氏関係資料
　一　三戸（盛岡）南部家文書
　二　三戸（盛岡）南部家系図
　三　三戸（盛岡）南部家家中文書
第３部　　近世編纂物・記録
　一　盛岡藩関係編纂物・記録
　二　三翁昔語後編
　三　由緒書・軍記物
　四　解題

2004

「安藤氏・津軽氏関係資料」
第１部　　東北大学附属図書館所蔵秋田家史料
第２部　　安藤（安東）・秋田氏関係資料
　一　安藤（安東）・秋田氏一族及び家臣所蔵資料
　二　寺社所蔵安藤（安東）・秋田氏関係資料
　三　安藤（安東）・秋田氏関係書上・由緒書
　四　解題
第３部 津軽氏 浪岡北畠氏関係資料

未完 家分け青森県

都道府県史の目録　（中世編　上）
　中世で研究テーマを決め史料収集する方法はいくつかある。まず一般論として『大日本史料』をめくる。現在では東京大学史料編纂所のデータベースで「大日本史料総合データベース」が公開されており、研究対象の語句が『大日本史料』及び『史料綜覧』の綱文に
あれば、検索することができる。
　『大日本史料』は編纂が終わるのは、まだまだ数百年先の話になるが、該当する綱文に関連する史料にはどのようなものがあるかを『史料綜覧』では提示してあるので、その記録・文書をめくるとよい。
　次は古記録をめくる。中世の記録は多く活字化されている。『大日本古記録』・『史料纂集』・『史料大成』をはじめとして『史籍集覧』や、『歴代残闕日記』などを片っ端からめくれば、複数の記録から歴史事象を復元できるだろう（知りたい日の記録がまったく残っていな
いということも、残念ながらありうるが。）
　そして古文書をめくる。事件、人物を調べるにしろ、文書論や荘園や地域史を調べるには、第一次史料となる古文書の収集・分析は欠かせない。幸いなことに鎌倉時代は竹内理三先生が『鎌倉遺文』を編纂され、主要な古文書は活字化されている。その他では『平
安遺文』・『南北朝遺文』・『戦国遺文』と編纂・刊行が進んでいる。

　こうした史料収集をする際、特定の地域の古文書・古記録をまとめて調べることは出来ないか。それを可能にしてくれる、手っ取り早い方法が、自治体史をめくることである。特に「戦国大名の発給文書集めたい」や「某荘のことを調べたい」と考えている人には非常に
重宝する史料集といえる。都道府県レベルから市町村レベルにいたるまで、様々な自治体史が現在では刊行されている。
　但し、自治体の予算の都合などもあり発行部数は少なく、特に中世は売り切れとなっていることが多い。そのため、大学図書館や公共図書館を利用し、「めくる」ことになるだろう。例えば東京都立中央図書館の３階にある地方史コーナーでは、都道府県レベルの自
治体史を網羅し、利用者の便をはかっている。
　このような大変便利な自治体史だが、初めて調べるという場合にはやっかいなこともある。それは編纂スタイルのバラツキである。史料の掲載を編年としているのか、家分けにしているのか、家分けとしてその家（もしくは所蔵機関など）の史料はすべて掲載している
のか。もし県史で載っていなければ、市史には載っているのかなど。先に記した通り、自分で買い集めることがなかなか難しい自治体史は図書館で利用することが多い。そうであれば、図書館で閲覧する前に知っておきたい（そしてめくる時間を多く取りたい）と思うの
は必然である。しかしインターネットで検索しても、すべての自治体史の詳細情報は載っていない。

　そこで今回、研究するための工具として都道府県史の中世の刊行状況・目次などを一覧化したものを制作した。研究の一助となれば幸いである。

中世2
第３部 　津軽氏・浪岡北畠氏関係資料
　一　津軽氏関係資料
　二　津軽氏関係書上・由緒書
　三　浪岡北畠氏関係資料
　四　解題
第４部　　北奥関係寺社所蔵資料
　一　熊野那智大社文書
　二　清浄光寺所蔵資料
　三　解題
付録　花押・印章等一覧

2005 中世3以降未完

岩手県

『岩手県史』第2巻　中世篇　上
　第一章　鎌倉期
　第二章　南北朝期
　第三章　室町期
『岩手県史』第3巻　中世篇　下
　第三章　室町期（県南篇）（続）
　第四章　室町期（県北篇）
　第五章　秀吉の国内統一
　第六章　生活文化

無し 1961
凡例より。「本篇は通史の形式として特色づけたが、重要資料・古文書類は必要なか
ぎりつとめて収録し、その根拠を示すようにした。」

宮城県 『宮城県史』1　古代史・中世史 無し 1957
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秋田県 『秋田県史』1　古代・中世篇 『秋田県史』資料　古代・中世 編年

古代から慶長六年までの編年
〔年未詳文書〕
〔補逸〕
〔巻末付録〕諸氏系図・家譜（秋田氏・小野寺氏・戸澤氏・六郷氏・本堂
氏・仁賀保氏）

1961

資料編15上　古代中世史料1

一　古代（編年）
二　中世県内文書
　1.玉賜地区
　2.村山地区
　3.最上地区
　4.庄内地区
　5.その他
三　中世県外文書
　秋田県・青森県・岩手県・宮城県・福島県・新潟県・富山県・石川県・茨
城県・東京都・神奈川県・長野県・岐阜県・三重県・滋賀県・京都府・大
阪府・兵庫県・和歌山県・島根県・広島県・山口県・佐賀県・長崎県
四　補遺
付図　花押・印章一覧
解説

1977

資料編15下　古代中世史料2

一　中世記録
　文治五年～慶長五年
二　金石文
　1.玉賜地区
　2.村山地区
　3.最上地区
　4.庄内地区
　5.県外
三　系譜
　來次氏系図・中条氏家譜略記・天文本大江系図など
四　補遺

1979

福島県 『福島県史』1　原始・古代・中世 『福島県史』7　古代・中世資料 文書は家分け

第一編　記録（古代）
第二編　文書（中世）
第三編　金石文
解説
索引

1965

『茨城県史料』6　中世編Ⅰ

解説
鹿島郡
　鹿島神宮文書など
行方郡
　芹沢文書など
新治郡
　税所文書
　日輪寺文書など
稲敷郡・北相馬郡
　臼田文書など

1970

『茨城県史料』7　中世編Ⅱ

解説
東茨城郡
那珂郡
久慈郡
多賀郡

1974

解説

家分け山形県 通史篇1　原始・古代・中世編

『茨城県史料』8　中世編Ⅲ

解説
西茨城郡
真壁郡
結城郡
筑波郡
猿島郡
補遺（中世Ⅰ・Ⅱ）

1990

『茨城県史料』9　中世編Ⅳ

解説
県外所在文書
　青森県
　秋田県一（秋田藩家蔵文書一～四〇）

1991

『茨城県史料』10　中世編Ⅴ

解説
県外所在文書
　秋田県二（秋田藩家蔵文書四一～六一・その他）
　岩手県
　宮城県
　山形県（上杉家文書など）
　福島県

1994

茨城県 家分け『茨城県史』3　中世編
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『茨城県史料』11　中世編Ⅵ

解説
県外所在文書
　栃木県（小山文書・喜連川文書・鑁阿寺文書など）
　群馬県
　埼玉県

1996

史料編　中世1

県内所在文書
　河内地区・上都賀地区・芳賀地区・下都賀地区・塩谷地区・那須地区・
安足地区
花押・印章一覧
編年文書目録

1973

史料編　中世2

県外所在文書（一）
　小田部庄右衛門氏所蔵文書・茂木文書・那須文書・松平基則氏所蔵
文書・岩上文書・専修寺文書・喜連川文書・鶴岡八幡宮文書・荘厳院文
書・・相承院文書・宝戒寺文書・覚園寺文書・明王院文書・極楽寺文書・
円覚寺文書・雲頂庵文書・海蔵寺文書・建長寺文書・宝珠庵文書・別願
寺文書・佐八文書・
花押・印章一覧
編年文書目録

1975

史料編　中世3
県外所在文書（二）
青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県・茨城県・群馬県・埼
玉県・千葉県・東京都・神奈川県

1978

史料編　中世4

県外所在文書（三）
新潟県・石川県・福井県・山梨県・長野県・静岡県・愛知県・三重県・滋
賀県・京都府・大阪府・奈良県・和歌山県・広島県・山口県・愛媛県・福
岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・鹿児島県
編纂物など
補遺
系譜
花押・印章一覧
編年文書目録

1979

史料編　中世5
記録類
那須記・佐野宗綱記・吾妻鏡（下野関係記事抜粋）など

1976

資料編5　中世1（古文書・記録） 家分け

第一部　古文書
　長楽寺文書
　正木文書
第二部　伝法関係聖教并びに附法状
第三部　記録
第四部　系図
附録
　花押一覧
　印章一覧
　古文書編年目録
解説

1978 収録されている長楽寺文書は史料纂集でも刊行。

資料編6　中世2（編年史料1） 編年

鎌倉時代～南北朝時代
（治承四年（１１８０）～明徳三年（１３９２））
補遺
花押一覧
解説

1984

資料編 中世3（編年史料2） 編年

室町時代～戦国時代
（明応四年（１３９３）～元和四年（１６１８））
編年によらない史料

1983

栃木県 通史編3　中世

群馬県

家分け

通史編3　中世

資料編7　中世3（編年史料2） 編年
編年によらない史料
花押一覧
解説
別冊：群馬県史資料編中世１・２・３資料別目録

1983

資料編8　（金石文） 編年

第一章　彫刻類
第二章　塔婆類
第三章　金工芸類等
補遺
解説
付録
索引

1983

資料編5　中世1　古文書1
治承四年（１１８０）～延徳二年（１４９０）
花押一覧
別冊：埼玉県史資料編　中世古文書１・２　資料別目録

1982

資料編6　中世2　古文書2
延徳三年（１４９１）～天正十八年（１５９０）
花一覧

1980

資料編7　中世3　記録1

記録類（鎌倉期～南北朝期）
第Ⅰ編　鎌倉期
第Ⅱ編　南北朝期
第Ⅲ編　史論・説話等
第四編　詩歌

1985

埼玉県 編年通史編2　中世
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資料編8　中世4　記録2

記録類（室町期～戦国期）
第Ⅰ編　室町期
第Ⅱ編　戦国期
第Ⅲ編　文学

1986

資料編9　中世5　金石文・奥書

第一章　金工・木工類
第二章　石造類
第三章　奥書類
別冊：埼玉県史資料編　中世5　金石文・奥書　所在地別目録

1989

資料編　中世1（考古資料）

第一部　本書を理解するために ～考古資料から中世房総を探る～
　１　中世の焼き物（年代推定の基準）
　２　村の生活（上総国畔蒜荘横田郷を舞台に）
　３　中世城館
第二部　資料編
　１　安房
　２　上総
　３　下総

1998

資料編　中世2（県内文書1） 家分け

第一部　本書を理解するために ～房総の中世資料に親しむ～
　１　香取文書の世界
　２　中山法華経寺文書の世界
第二部　資料編
　　１　香取大宮司家文書
　　２　香取田所家文書
　　３　香取分飯司家文書
　　４　香取物忌家文書
　　５　香取要害家文書
　　６　香取神宮所蔵文書
　　７　香取大禰宜家文書
　　８　香取録司代家文書
　　９　香取案主家文書
　１０　香取源太祝家文書
　１１　新福寺文書
　１２　香取西光司家文書
　１３　香取文書諸家雑集
　１４　香取文書写本類
　１５　中山法華経寺文書　Ⅰ
　１６　中山法華経寺文書　Ⅱ
　１７　浄光院文書
　１８　法宣院文書

1997

資料編　中世3（県内文書2）

第一部　本書を理解するために　～房総の中世資料に親しむ～
　戦国時代末期の房総（図）
　１ 妙本寺文書の世界
　２ 宗教文書の世界
　３ 戦国大名と家臣たち
　４ 村落・生産・流通
第二部　資料編
　第１章　妙本寺
　第２章　安房国
　第３章　上総国
　第４章　下総国
　第５章　香取文書

2001

第一部 本書を理解するために～房総の中世史料に親しむ～

通史編3　中世千葉県

資料編　中世4（県外文書1）

第 部 本書を理解するために～房総の中世史料に親しむ～
Ⅰ　荘園と公領
　中世の荘園公領分布図
Ⅱ　御家人たちの世界
Ⅲ　守護　足利氏と千葉氏
Ⅳ　寺院と僧侶
Ⅴ　戦国の房総
第二部　資料編
北海道・青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県・茨城県・栃
木県・群馬県・埼玉県・東京都・神奈川県・新潟県・山梨県・長野県・静
岡県

2003
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資料編　中世5（県外文書２・記録典
籍）

第一部　本書を理解するために　～房総の中世史料に親しむ～
　１　日記 ・ 記録にみる治承 ・ 寿永の内乱
　２　荘園支配と房総の地域編成
　３　房総の領主と在地社会
　４　九州に下向した武士と僧
　５　合戦と房総の人々
　６　小田原北条氏と房総
　７　中世寺社のネットワーク
　８　里見氏とその家中
第二部　資料編
石川県・福井県・岐阜県・愛知県・三重県・滋賀県・京都府・大阪府・兵
庫県・奈良県・和歌山県・鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県・高
知県・福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・補
追・記録典籍

2005

東京都 無し 無し

資料編1　古代・中世（1） 編年

編年史料
景行～治承（１１８０）
養和（１１８１）～建治（１２７７）
解説

1970

資料編2　古代・中世（2） 編年
編年史料
　建治（１２７８）～元弘（１３３３）
解説

1973

資料編3　古代・中世（3）上 編年
編年史料
　建武元年（１３３４）～永享十二年（１４４０）
解説

1975

資料編4　古代・中世（3）下 編年

編年史料
　嘉吉元年（１４４１）～天正十八年（１５９０）
解説
別冊：付録　神奈川県史資料編古代中世資料別目録

1979

資料編3　中世1　文書編Ⅰ

上杉家文書
　赤箪笥入文書
　両掛入箪笥入文書
　両掛入精選古案箪笥入古文書
　別収文書
解説
付録
編年目録
別冊：付録　新潟県史　資料編3　中世一　文書編Ⅰ　主要文書（写真）・
花押・印章一覧

1982
上杉家文書は東京大学史料編纂所編『大日本古文書　家分け文書　上杉家文書』全
三冊も刊行。上越市史別編1・2では上杉氏文書集が刊行。

資料編4　中世2　文書編Ⅱ

反町英作氏所蔵文書
東京大学史料編纂所所蔵文書
山形大学所蔵文書
中条文書
米沢市立米沢図書館所蔵文書
県内所在文書
解説
編年目録
別冊：付録　新潟県史　資料編4　中世二　文書編Ⅱ　主要文書（写真）・
花押・印章一覧

1983

県内所在文書 資料

通史編2　中世新潟県

神奈川県

家分け

通史編1　原始・古代・中世 古文書・典籍奥書・金石文を採録し、日記・文学作品は省略している。

資料編5　中世3　文書編Ⅲ

県内所在文書・資料
県外所在文書
県内所在資料（補遺）
解説
編纂目録
別冊：付録　新潟県史　資料編5　中世三　文書編Ⅲ　主要文書（写真）・
花押・印章一覧

1984

富山県 通史編2　中世 史料編2　中世 編年

一、鎌倉時代
二、南北朝時代
三、室町時代
四、戦国時代Ⅰ
五、戦国時代Ⅱ
付録
　Ⅰ銘文抄
　Ⅱ古記録

1975



都道府県名 通史編中世 資料編中世 編年／家分け 巻毎の編成 刊行年 備考1

石川県 『石川県史』第一編 無し

『加能史料』（既刊分）編年で刊行中
鎌倉1（文治２年（1186年）～正嘉２年（1258年））・鎌倉2（正元元年（1259年）～元弘３
年（1333年））
南北朝1（元弘３年（1333年）～文和元年（1352年））・南北朝2（文和２年（1353年）～応
安7年（1374年））・南北朝3（永和元年（1375年）～明徳３年（1392年））
室町1（明徳４年（1393年）～応永23年（1416年））・室町2（応永24年（1417年）～永享８
年（1436年））・室町3（永享９年（1437年）～享徳４年（1455年））・室町4（康正元年
（1455年）～文正元年（1466年））
戦国1（応仁元年（1467年）～文明13年（1481年））・戦国2（文明13年（1481年）～長享２
年（1488年））・戦国3（長享２年（1488年）～延徳３年（1491年））・戦国4（明応元年
（1492年）～明応７年（1498年））・戦国5（明応８年（1499年）～永正５年（1508年））・戦
国6（永正６年（1509年）～永正15年（1518年））・戦国7（永正16年（1519年）～大永６年

資料編2　中世

県外資料編
　近畿地区・関東地区・東北地区・中国・四国・九州地区
解説
花押・印章一覧
編年目録

1986
県外にある越前・若狭関係の中世古文書を中心に、地域別・都道府県別・所蔵者別・
編年で編集

資料編3　中世・近世一　福井市

一　松平文庫
二　福井市春嶽公記念文庫
三　越葵文庫
四　諸家文書
解説

1982

資料編4　中世1（県内文書）

解説編
　総説
　甲府・東山梨・東八代・西八代・南巨摩・中巨摩・北巨摩・南都留・北都
留・未詳
資料編
　甲府・東山梨・東八代・西八代・南巨摩・中巨摩・北巨摩・南都留・北都
留・未詳
別冊：写真集

1998 戦国遺文　武田氏編（全5巻）も刊行済み。

資料編5　中世2上（県外文書）

県外所在文書
北海道・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県・茨城縣・栃木県・群
馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・新潟県・富山県・石川県・福
井県・長野県

2004 武田信虎・信玄・勝頼の三代が発給した文書を網羅

資料編5　中世2下（県外文書）

県外所在文書
岐阜県・静岡県・愛知県・三重県・滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈
良県・和歌山県・鳥取県・島根県・岡山縣・広島県・山口県・香川県・愛
媛県・高知県・福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・大分県・鹿児島県・そ
の他
県内所在文書（補遺）
別冊：写真集

2004

資料編6　中世3上（県内記録）

解説編
　第一部　記録類
　第二部　奥書
資料編
　第一部　記録類
　　第一編　記録・法典
　　第二編　語録類
　　第三編　過去帳
　　第四編　系図

第二部 奥書

2001
県内では、「一蓮寺過去帳」「勝山記」「王代記」などの古記録を網羅。県外では膨大な
史料の中から、「吾妻鏡」「玉葉」「平家物語」などの代表的な古記録の山梨に関わる
部分を抜粋掲載している。

通史編2 中世

家分け通史編2　中世

家分け

福井県

山梨県
第二部 奥書

　　第一編　経典
　　第二編　聖教
　　第三編　画像
　　第四編　墨蹟
　　第五編　香語・法号記
　　第六編　書籍

資料編6　中世3下（県外記録）

解説編
　第一部　記録類
　第二部　奥書類
資料編
　第一部　記録類
　　第一編　記録
　　第二編　法典
　　第三編　系図
　　第四編　雑史・史論
　　第五編　紀行
　　第六編　文学作品
　　第七編　過去帳
　　第八編　その他
　第二部　奥書類

2002

通史編2　中世山梨県



都道府県名 通史編中世 資料編中世 編年／家分け 巻毎の編成 刊行年 備考1

資料編7　（考古資料）

第一部　考古資料
　第一章　集落と城館
　第二章　治水と利水
　第三章　信仰と遺跡
　第四章　生産遺跡
　第五章　その他
第二部　石造物
第三部　在銘資料
別冊：甲斐の中世石幢

2003

長野県
通史編2　中世1
通史編3　中世2

無し

史料は『信濃史料』・『信濃史料叢書』などで刊行中
『信濃史料』4　安貞元年三月－文保元年十二月　1954年・『信濃史料』5　文保二年三
月－正平二年・貞和三年四月　1954年・『信濃史料』6　正平二年・貞和三年五月－文
中三年・応安七年十一月　1955年・『信濃史料』7　天授元年・永和元年正月－応永三
十四年十月　1956年・『信濃史料』8　正長元年三月－応仁元年十二月　1957年・『信
濃史料』9　応仁二年正月－明応二年十一月　1957年

史料編　古代・中世1
美濃国・飛騨国古文書
　花押集
　編年目録

1969

史料編　古代・中世2

美濃国・飛騨国史料
　解説
　古記録
　縁起
　語録
　画像賛
　経典奥書
　棟札
　銘文
美濃国・飛騨国古文書　補遺
編年文書目録

1972

史料編　古代・中世3

東大寺領美濃国茜部荘・大井荘古文書
解説と解題
　茜部荘
　大井荘
　補遺
花押一覧
所蔵別文書目録

1971

史料編　古代・中世4

続美濃国・飛騨国古文書
解説と解題
　東京都・京都府・奈良県・滋賀県・愛知県・宮城県・秋田県・山形県・福
島県・茨城県・栃木県・群馬県・千葉県・神奈川県・新潟県・富山県・石
川県・福井県・山梨県・長野県・静岡県・三重県・大阪府・兵庫県・和歌
山県・鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県・香川県・愛媛県・高知
県・福岡県・佐賀県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県
　木簡
　刊本
花押・印章一覧
所蔵者別目録

1973

県内所在文書
県外所在文書
東京都・京都府・奈良県・滋賀県・愛知県・宮城県・秋田県・岩手県・山
形県・福島県・茨城県・栃木県・千葉県・神奈川県・新潟県・富山県・石

家分け岐阜県 通史編3　中世

史料編　古代・中世　補遺

形県・福島県・茨城県・栃木県・千葉県・神奈川県・新潟県・富山県・石
川県・福井県・山梨県・長野県・三重県・大阪府・兵庫県・和歌山県・岡
山県・広島県・山口県・愛媛県・高知県・福岡県・長崎県・大分県・

所蔵者別古文書目録
木簡
墨書・ヘラ書土器

1999

資料編5　中世1

編年史料
　治承四年（１１８０）八月十七日～元弘三年（１３３３）五月三十日
解説
花押一覧

1989

資料編6　中世2

編年史料
　元弘三年・正慶二年（１３３３）六月一日～文明十一年（１４７９）閏九月
二十七日
解説
花押一覧

1992

資料編7　中世3

編年史料
　文明十一年（１４７９）十二月二十一日～永禄十二年（１５６９）閏五月
三日
解説
花押一覧

1994
通史編2　中世 編年静岡県



都道府県名 通史編中世 資料編中世 編年／家分け 巻毎の編成 刊行年 備考1

資料編8　中世4

編年史料
　永禄十二年（１５６９）閏五月四日～天正十八年（１５９０）七月十三日
解説
花押一覧
印章一覧
別冊：付録1　中世資料補遺
別冊：付録2　中世資料編資料目録

1996

資料編8　中世1

編年資料
　文治元年（１１８５）～貞治元年・正平十七年（１３６２）
国守・知行国主一覧
花押一覧
解説

2001

資料編9　中世2

編年資料
　貞治二年・正平十八年（１３６３）～文明元年（１４６９）
守護・守護代・守護又代一覧
花押一覧
解説

2005

資料編10　中世3

編年資料
　文明二年（１４７０）～永祿二年（１５５９）
棟札など
石造遺物一覧
真宗関係画像等裏書一覧
室町幕府奉公衆一覧
守護・守護代・守護又代一覧
花押・印章一覧
解説

2009

中世1（上）

神宮所蔵文書
　一　祭主
　二　宮司
　三　内宮
　四　外宮
　五　作所
　六　公文式
　解説と史料解題
　別冊　引付所収文書編年目録

1997

中世1（下）

第一部　神宮文庫所蔵文書
　一　古文書
　二　紙背文書
　三　編纂文書
第二部　神宮徴古館農業館所蔵文書
　史料解題
　別冊　編纂文書編年目録・主要人物花押集
　別冊　資料編　中世1（上）補遺

1999

中世2

第一部　県内文書
第二部　光明寺関係
総合解説・史料解題
別冊　細目次・花押集
別冊　伊勢神宮所蔵文書補遺

2005 中世3は未完

家分け

編年愛知県

三重県 未完

※北海道から三重県まで ほぼ京都以東分の都道府県史の中世分の目次をまとめました 刊行が古く史料集がないものも多々あります それらは既刊の『鎌倉遺文』の他 刊行中の『南北朝遺文』の東北編・関東編をご参照下さい

野村朋弘拝

※北海道から三重県まで、ほぼ京都以東分の都道府県史の中世分の目次をまとめました。刊行が古く史料集がないものも多々あります。それらは既刊の『鎌倉遺文』の他、刊行中の『南北朝遺文』の東北編・関東編をご参照下さい。
　自身が朝廷のことばかり研究しているので、自治体史を捲ることがあまりなかったのですが、調べてみるとフォーマットが異なる点が多いことや、刊行年代によって史料の掲載の多寡があることを知り、今回の目録作りを思い立ちました。後日、拙サイトにてwikiでUPし、京都以西分も追加し
たいと思います。
　そして東京大学史料編纂所の日本古文書ユニオンカタログ（http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/）では県史の文書目録もカタログ化されています。自分が調べたい対象の文書を収集するには重宝するデータベースですので、ご参照下さい。

奧付　群雄堂書店　2009.08.12印刷　2009.08.16刊行


